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起
信
論
に
於
け
る
専
念
阿
彌
陀
説
の
研
究
藤
野
勇
今
日
浄
土
教
に
於
い
て
念
仏
と
言
え
ば
、
直
ち
に
称
名
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
誰
れ
し
も
怪
し
ま
な
い
ほ
ど
一
般
的
な
常
識
と
な
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
起
信
論
に
於
け
る
念
仏
と
書
え
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
先
ず
起
信
論
を
区
分
し
て
見
る
と
、
困
縁
分
、
立
義
分
、
解
釈
分
、
修
行
信
心
分
、
観
修
利
益
分
の
五
区
分
か
ら
成
立
し
て
い
る
が
、
専
念
阿
彌
陀
の
思
想
を
見
る
上
に
最
も
重
要
視
さ
れ
る
訳
け
で
あ
る
。
先
ず
、
一
心
、
二
門
、
三
大
は
論
か
ら
書
え
ぽ
大
乗
の
説
明
で
、
四
信
五
行
は
起
信
の
説
明
を
言
う
訳
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
中
に
最
も
念
仏
思
想
を
引
用
し
て
い
る
の
が
修
行
信
心
分
で
あ
る
。
論
か
ら
言
え
ば
、
四
信
、
五
行
の
法
門
を
明
し
、
更
に
止
観
、
勝
方
便
を
加
え
法
門
を
明
し
、
こ
れ
に
よ
つ
て
成
仏
得
脱
を
教
う
る
こ
の
一
段
の
大
意
と
す
る
機
の
利
鈍
に
、
止
観
を
広
説
し
、
自
力
及
ぽ
ざ
る
機
を
摂
せ
ん
が
為
に
最
後
に
勝
方
便
他
力
を
以
て
論
証
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
文
に
言
く
一一33-一
インターネット公開許諾のない文章には
墨消し処理を施しています。
「復
次
衆
生
初
学
寔
法
即欲
求
正
信
其
心
怯
弱
、
以
ひ
住
轡於
娑
婆
世
界
自
畏
ド不
能
常
値
簡}諸
仏
岬親
承
供
養
懼
謂
宿
心
難
可
成̀
就
意
欲
退
者
、
当
レ知
如
来
有
軸
勝
方
便
摂
護
信
心
、
謂
以
専
意
念
仏
因
縁
随
願
ゆ
ニ
ぼ
ニ
の
　
得
レ生
他̀
方
仏
土
。
常
見
伽於
仏
永
離
悪̀
道
。
如
二修
多
羅
鋭
、
若
人
専
念
鼎慚西
方
極
楽
世
界
阿
彌
陀
仏
囀
所
ザ修
善
根
廻
向
願
思求
生
彼̀
世
界
員即
得
往̀
生
。
常
見
レ仏
故
終
無
レ有
レ退
。
若
観
氤彼
仏
真
如
法
身
常
勤
修
習
畢
竟
得
レ生
住
畠正
定
悔故
巴
矢
正
大
茂
三
一
ア
五
八
三
頁
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
楼
、に
他
力
念
仏
を
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
防
退
の
方
法
と
し
て
易
行
念
仏
の
一
門
を
開
示
す
る
と
、
夫
れ
衆
生
蒋
鑒
鰹
替
妻
の
法
峯
び
四
信
五
行
を
為
し
、
正
儒
の
初
住
の
不
退
位
を
得
ん
と
欲
す
る
も
、
此
娑
婆
世
界
は
退
縁
多
く
し
て
、
現
時
之
を
実
地
に
策
修
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
を
tbtrt
せ
ん
、
是
に
於
い
て
如
蹇
勝
方
便
「蘓
朸
蘿
無
仏
」
あ
り
て
信
心
を
摂
護
し
給
う
、
さ
れ
ば
専
意
念
仏
の
因
縁
を
以
て
願
に
随
つ
て
髣
仏
土
「驪
齲
靆
黥
携
爨
舘
」
堡
じ
、
永
く
三
悪
逆
を
離
る
、
故
に
経
「
浄
土
三
部
経
及
び
瑞
相
経
等
」
.
「
阿
彌
陀
仏
の
本
願
力
に
よ
り
て
に
若
し
人
専
ら
西
方
極
楽
世
界
の
成
就
し
給
へ
る
勝
妙
の
國
土
」
阿
彌
陀
仏
を
念
じ
、
所
修
の
善
根
を
廻
向
し
て
、
彼
の
阿
彌
陀
仏
国
「鑾
韈
は
盤
」
此
の
阿
露
は
「羹
貰
の
教
主
」
無
量
寿
経
に
よ
れ
ば
、
「
法
茂
菩
薩
た
り
し
時
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
於
い
て
二
百
一
十
億
の
仏
土
を
覩
、
五
劫
の
思
惟
を
重
ね
て
四
十
八
の
誓
願
を
発
し
永
劫
の
修
行
を
経
て
十
劫
の
昔
に
正
覚
を
成
就
し
た
る
光
明
寿
命
共
に
無
量
な
る
仏
体
を
言
う
虐
に
往
生
せ
ん
と
願
求
す
れ
ば
即
得
往
生
疑
な
し
、
と
説
き
給
へ
り
、
是
を
以
て
往
生
し
人
は
常
に
彼
の
国
土
に
於
い
て
仏
を
見
奉
る
が
故
に
終
に
退
転
す
る
こ
と
な
し
、
若
し
更
に
勝
機
コ
ニ
賢
十
地
」
の
も
の
あ
り
て
彌
陀
の
真
如
法
身
即
ち
理
体
を
観
じ
、
常
に
勤
修
せ
ん
か
正
定
聚
「
初
住
己
上
」
に
住
す
る
を
以
て
、
畢
竟
し
て
往
生
す
る
こ
と
が
得
る
な
り
。
と
勝
方
便
に
よ
つ
て
不
退
を
得
る
道
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
義
記
に
よ
る
と
・贈54一
「
天
台
所
判
上
三
品
人
始
従
習
種
終
至
解
行
菩
薩
中
三
品
是
十
信
己
下
巴
又
「
下
三
品
是
今
時
悠
々
凡
夫
巴
(
義
記
下
末
三
十
五
巻
)
と
往
生
を
観
ず
る
は
三
退
あ
る
と
述
べ
て
あ
る
。
往
生
す
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
入
る
位
が
あ
る
の
で
他
力
念
仏
本
願
菩
薩
に
よ
る
念
仏
を
現
じ
往
生
し
て
綬
に
位
す
る
の
で
あ
る
。
又
元
暁
は
、「
見
当
論
正
為
十
信
初
心
人
住
此
娑
婆
恐
欲
退
老
説
防
退
方
法
惚
と
説
い
て
い
る
。
又
濯
伽此
彌
陀
浄
土
唯
有
十
住
己
去
菩
薩
可
得
生
」
と
あ
り
緩
に
、
「
観
往
生
者
為
防
三
退
」
と
往
生
を
観
ず
る
は
三
退
を
防
ぐ
た
め
と
説
か
れ
て
い
る
、
華
厳
宗
の
子
爐
は
次
の
様
に
説
か
れ
て
い
る
。
「
防
退
申
論
衆
生
者
十
信
初
心
之
上
晶
也
、
怯
弱
等
者
謂
於
生
死
中
創
起
覚
悟
惑
業
剛
無
始
積
集
善
行
則
方
将
修
学
境
強
心
弱
障
重
力
微
在
於
観
心
寧
無
恐
劣
娑
婆
者
此
云
堪
忍
具
足
五
濁
実
不
可
居
故
経
云
。
」
(起
信
論
筆
削
記
矛
二
〇
巻
)
六
十
義
頁
と
あ
り
「
聖
意
中
論
勝
方
便
者
即
念
仏
三
昧
十
六
観
門
及
仏
願
力
等
随
願
下
如
随
願
往
生
経
所
説
十
方
皆
有
浄
土
若
一欲
生
着々
一随
願
往
生
O
」
(六
十
六
頁
)
と
あ
り
「引
経
中
論
修
多
羅
等
者
即
阿
彌
陀
無
量
寿
瑞
相
及
観
経
等
如
小
彌
陀
経
説
従
是
西
方
十
万
億
仏
有
世
界
名
日
極
楽
面栗
車
7
極
故
名
為
0
」
(
六
十
六
智猟
)
と
説
か
れ
て
い
る
。
義
記
要
沢
普
寂
は
「
初
中
勝
方
便
謂
転
生
浄
刹
令
免
退
随
之
善
功
」
と
説
い
て
、
専
意
念
仏
と
は
汎
く
往
業
を
論
ず
る
始
は
則
ち
事
理
万
行
廻
し
て
往
生
を
得
る
。
又
専
意
念
仏
は
能
く
三
根
を
摂
し
速
や
か
に
三
昧
を
発
す
れ
ば
往
生
を
得
る
と
あ
り
、
般
舟
三
昧
経
に
は
阿
彌
陀
仏
を
専
念
す
る
故
に
往
生
出
来
る
。
大
経
に
は
仏
言
く
、「
専
念
故
得
往
生
云
云
」
と
あ
る
。
こ
の
嶬
に
見
て
行
く
と
、
「
専
意
念
仏
の
因
縁
」
に
よ
つ
て
浄
土
に
往
生
し
、
常
に
仏
を
見
奉
つ
て
親
承
供
養
し
悪
道
を
遠
離
せ
よ
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
例
乏
し
示
さ
れ
た
の
が
彌
陀
の
教
、
即
ち
専
ら
西
方
極
楽
世
界
の
阿
彌
陀
仏
を
念
じ
善
根
廻
向
し
て
願
生
す
れ
ば
、
彼
の
浄
土
に
往
生
を
得
、
噌
度
往
生
す
れ
ば
常
に
見
仏
し
従
つ
て
不
退
を
保
つ
こ
と
が
出
来
る
。
又
勝
機
あ
つ
一35一
て
如
柬
の
法
身
を
観
じ
て
、
常
に
勤
修
す
れ
ば
又
往
生
し
正
定
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
と
言
う
勝
方
便
に
よ
る
不
退
を
得
る
道
を
説
い
て
い
る
の
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
又
易
行
晶
で
は
、
仏
名
を
聞
信
し
称
念
す
る
こ
と
に
よ
る
不
退
を
説
い
て
い
る
に
対
し
て
、
起
信
論
で
は
阿
彌
仏
を
専
念
し
善
根
を
廻
向
す
る
こ
と
に
ょ
る
往
生
を
明
か
し
て
い
る
。
専
念
と
言
う
の
は
、
恐
ら
く
観
経
に
説
く
が
如
く
観
念
の
念
仏
と
思
わ
れ
る
。
次
に
法
身
観
を
併
説
し
て
い
る
か
無
相
観
で
あ
り
理
観
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
今
の
専
念
は
仏
の
相
好
を
観
ず
る
有
相
観
で
あ
り
事
観
で
あ
ろ
う
。
又
注
意
す
ぺ
き
は
、
易
行
品
は
現
身
に
於
い
て
不
退
に
入
る
道
と
し
て
聞
名
称
名
を
説
い
て
い
る
が
起
信
論
で
は
不
退
を
目
標
と
す
る
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
そ
の
不
退
に
至
る
前
提
と
し
て
先
ず
仏
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
即
ち
念
仏
に
よ
つ
て
往
生
し
、
往
生
に
よ
つ
て
見
仏
す
る
。
見
仏
に
よ
つ
て
不
退
を
得
、
而
し
て
徐
々
に
薩
へ
の
行
を
積
む
の
が
順
序
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
見
る
と
起
信
論
念
仏
即
ち
、
観
念
口
称
の
両
通
を
以
づ
て
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
今
臼
浄
土
教
に
於
け
る
称
名
念
仏
の
意
味
と
恐
ら
く
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
法
然
教
学
の
思
想
史
的
研
究
松
永
寿
秀
私
は
こ
の
た
び
卒
業
論
文
を
書
く
に
当
つ
で
今
年
法
然
上
人
が
往
生
さ
れ
て
か
ら
七
百
五
十
年
に
当
り
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
る
の
で
、
浄
土
宗
開
祖
法
然
の
教
学
に
つ
い
て
根
本
的
に
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
つ
た
。
そ
こ
で
法
然
教
学
と
い
つ
て
も
問
題
が
非
常
に
大
き
す
ぎ
る
の
で
特
に
「
選
択
本
願
念
仏
の
義
」
を
中
心
と
し
て
思
愚
史
的
に
考
察
し
て
み
た
。
法
然
の
開
宗
運
動
が
平
安
中
期
以
来
の
浄
土
教
を
継
承
し
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
は
多
く
の
学
者
に
よ
つ
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
専
修
念
仏
と
い
う
点
で
、
従
来
の
浄
土
教
と
区
別
さ
れ
る
。
従
来
の
念
仏
信
仰
は
さ
ま
ざ
ま
の
功
徳
を
併
せ
修
し
た
の
で
あ
る
が
、
法
然
は
唯
念
仏
一
行
を
専
修
し
て
、
余
行
を
こ
と
ご
と
く
捨
閉
拗
閣
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
念
仏
の
外
に
正
因
な
し
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
夂
従
来
の
念
仏
に
は
理
観
の
念
仏
と
か
馬
色
想
観
と
か
雑
多
な
一一36一
